
 

 

開催年度回次 令和４年度第 21回 開催月日 12月 11日 開催校区 天伯校区 開催場所 天伯校区市民館 

議  題 市の回答 

１．校区内の道路について 

  

（１） 豊橋市都市計画道路における、地区幹線道路の「山田三弥線」（高田

町・天伯町 31 号線）の早期実現を希望すると共に、具体的な工期日程

を教えていただきたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 市道「藤並町・天伯町 41号線」と交わる「高田町・東高田町 2 8号線」の

始点交差点について、通学路であるにもかかわらず、朝夕のラッシュ時

には抜け道として常に渋滞し、カーブで見通しが利かず事故の恐れがあ

るため、信号を設置していただけないでしょうか。 

 

 

道路建設課 

（１）都市計画道路山田三弥線（高田町・天伯町 31 号線）については、東

三河環状線の西幸町古並交差点から南へ約 600m の区間において、測

量及び予備設計が完了しています。今年度からは、同区間の道路と橋梁

の詳細設計を実施し、関係機関の協議を進めております。その後、地権

者の方に用地取得をご協力いただいたうえで、工事を進めていきたいと

考えています。 

用地取得が出来ていない現段階では、具体的な工事の日程について

お示しすることが難しい状況でありますが、早期の工事着手に向け、事業

を推進してまいります。 

 

道路建設課 

（２）信号設置のご要望をいただきました本交差点につきましては、地元か

らのご意見と同様に、本市も危険性を認識しておりますが、より安全な通

行を確保するためには、見通しの改善等、抜本的な対策を図る必要があ

ると考えております。 

そこで、現在検討している都市計画道路山田三弥線の計画において

は、藤並町・天伯町 41 号線と高田町・東高田町 28 号線について線形を

変え、山田三弥線と接続する新たな交差点を設ける検討を警察と行って

います。 

令和４年度地域と市長のまちづくり懇談会 天伯校区 



 

 

 

 

 

 

開催年度回次 令和４年度第 21回 開催月日 12月 11日 開催校区 天伯校区 開催場所 天伯校区市民館 

議  題 市の回答 

２．豊橋市の学校給食費無償化について 

学校給食費の無償化について、令和５年３月までの無償期間が終了して

も、是非継続していただきたいです。 

 

 

 

 

 

保健給食課 

 令和４年 10 月から令和５年３月の半年間、期間限定ではありますが、

市立小中学校及びくすのき特別支援学校（小学部・中学部）の児童生

徒にかかる学校給食費を無償にしました。 

これは、国の新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を

財源として実施するものであり、令和５年４月以降の対応は未定です。 



 

 

 

 

 

開催年度回次 令和４年度第 21回 開催月日 12月 11日 開催校区 天伯校区 開催場所 天伯校区市民館 

議  題 市の回答 

３．自主防災組織への行政支援について 

 

（１）自主防災組織への補助制度について 

小学校単位で行う自主的かつ実践的な防災訓練等に要する経費の一

部を補助する制度があるため、天伯校区も活用していますが、上限５万

円(５年に１回）では少なすぎるため、補助額を増やしていただくようお願

いします。 

また、災害時に避難所まで遠くて行けない等、在宅避難等の方が多く

いると思います。天伯校区も広く、地域によって条件が違うため、町防災

会、組防災会への補助制度はありませんか。また、他にも防災補助制度

がありましたらお知らせください。 

 

（２）緊急情報等の伝達について 

市内では、同報系防災行政無線が64箇所設置されており、屋外拡声

子局（屋外スピーカー）から伝達されていますが、市内全域はカバーされ

ていません。また、防災ラジオ、豊橋ほっとメール、防災アプリ「ハザード

ン」でも緊急情報が伝達されます。これらすべての伝達方法を使って市

民にどれだけ伝わっているか、また、伝達の強化を考えていたら教えてく

ださい。 

 

防災危機管理課 

 

（１）自主防災組織への補助制度について 

自主防災力強化事業補助金は、令和元年度からの４年間で約２０

校区の防災訓練でご活用いただきました。 

 本補助金を見直し、より多くの市民の方が在宅避難に活かせるような

補助の仕組みを検討しております。 

 現在、調整を進めておりますので、もうしばらくお待ちください。 

 

 

 

（２）緊急情報等の伝達について 

災害はいつどこで起こるかわかりません。 

   市からの緊急情報は複数の伝達手段で、できるだけ多くの市民へ

伝達することとしております。 

引き続き、同報系防災行政無線や防災ラジオ、豊橋ほっとメール、

ヤフー防災、防災アプリ「ハザードン」などの手段を活かし、災害時に

市民のみなさまへの情報伝達強化につながるような訓練・啓発をいた

します。 

情報発信ツールのチラシもありますので是非ご活用ください。 
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３．自主防災組織への行政支援について 

  

（３）避難所要員との協力体制について 

避難所である天伯小学校と校区市民館に7名の避難所要員が従事され

ています。また、校区防災会も、年間で防災訓練2回、会議等10回ほど実

施しています。校区としては避難所要員との関係強化を考えていますが、

避難所要員にどこまで協力をお願いしていいか、いつも迷っています。 

避難所開設訓練では、一度、準備段階での打ち合わせも含めて全面的

に避難所要員と一緒に訓練を実施したいと考えていますがいかがでしょう

か。また、他の訓練、会議等の参加を要請してもいいでしょうか。 

 

 

 

（４）天伯小学校体育館の網戸設置 

天伯小学校は第二指定避難になっており、大災害時には多くの避難者

が避難してくると思います。体育館は夏場の虫対策が必要であり、最近、

窓に網戸をつけていただき感謝していますが、出入口と上部窓には網戸

がついていないため、大きな出入口で大変だとは思いますが、出入口及

び上部窓にも網戸をつけて頂けるようお願いします。 

 

防災危機管理課 

（３）避難所要員との協力体制について 

災害時における避難所開設や運営に関しては、地域の方々が中心と

なり行っていただき、避難所要員は本部との調整を主に行うことと考え

ております。 

そのために校区の防災訓練では、自主防災会や自治会役員の皆様

を中心にマニュアルを活用した避難所開設運営の訓練を重ねておりま

す。 

現在、本市の避難所要員は、避難所運営を長期にわたり持続させる

ことを想定し、個人ではなく組織で対応しております。 

訓練の準備段階での避難所要員の参加は非常に有効であると考え

ますので、参加要請につきましては、訓練内容を含め防災危機管理課

までご相談いただきますようにお願いいたします。 

 

教育政策課 

（４）天伯小学校体育館の網戸設置 

小中学校体育館の網戸設置につきましては、今年度、補正予算を確保

して順次、設置工事に着手しています。 

天伯小学校体育館の網戸設置につきましては、８月２４日に１階アリー

ナ部分の窓について設置が完了しており、出入口部分につきましても 12

月７日に設置が完了したところです。 

なお、体育館２階部分の網戸設置につきましては、足場を組んで設置

する必要があることから、全市的に体育館の大規模改修に合わせて設置

することとしています。 

 


